
　北海道アルバータ酪農科学技術交流協

会の事業推進につきまして、皆様には日

頃より格別のご理解、ご協力をいただき

心より感謝申し上げます。

　さて、本協会は2009年度も関係者皆

様方のご協力をいただきながら、留学生

の派遣、留学生の報告会、海外農業技術

セミナーの開催などの事業を予定どおり

実施することができました。

　今年度は、酪農コースに2名の留学生

を派遣することができました。当初、英

語研修コースにも1名の派遣を決定して

おりましたが、本留学生の出発直前にな

り、世界各地で新型インフルエンザの大

流行の兆しがみられたため、酪農学園大

学学長より海外渡航禁止の指示が発せら

れましたので派遣を急遽取りやめまし

た。なお、先に出発していた酪農コース

2名の留学生については、電話やメール

等で感染防止等の注意を与え対応いたし

ました。

　2010年度は、英語研修コース２名、酪

農研修コース２名の計４名の留学生を決

定し、４月の出発に向けて派遣準備を進

めております。

　今年度の海外農業技術セミナーは、酪

農学園大学・短期大学部と学術交流協定

校であるカナダ・サスカチワン大学獣医

学部のグレッグ・アダムス教授を招いて、

2010年2月16日に開催いたしました。

セミナーは、「牛から卵子まで−繁殖機

能を超音波画像に映し出す−」と題して、

家畜の繁殖領域における超音波診断技術

の基礎と最新の研究情報について講演い

ただきました。当日は、道内外より128

名の多くの方々に参加いただき、盛会裏

に開催することができました。2010年

度もセミナー開催に向けて準備を進めて

おりますので、詳細が決定いたしました

ら、皆様にご案内いたしますので、本年

度同様に多くの方々にご参加いただきま

すようお願い申し上げます。

　2009年は、米国や日本の政権交代

に象徴されるように、大きな時代の転

換期を迎えた年でもありました。また、

2008年に起きた米国の大手金融機関

の経営破綻に端を発する経済不安は、

2009年になっても払拭されず、回復の

兆しはなかなか実感できない１年であり

ました。経済不安が酪農に与えた影響も

依然として長引いており、飼料費の高止

まりや牛乳・乳製品の消費低迷も回復せ

ず厳しい経営環境が続いております。こ

のようなことから、酪農も新たな転換期

を迎えていると言わざるを得ない状況に

あります。今後、安定的な酪農発展のた

めには、わが国が有する資源の有効活用

と長年築いてきた英知を活かし、時代に

即応した新しい戦略の構築が急がれてお

ります。当協会も安定的な酪農発展にい

くらかでも寄与できるように活動してま

いりたいと考えておりますので、今後と

も一層のご支援、ご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

転換期を迎えた日本の酪農
北海道アルバータ酪農科学技術交流協会

会長　麻田　信二
（学校法人　酪農学園理事長）
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第37回定期総会と派遣留学生報告会の開催
　2009年6月23日（火）に、酪農学園大学本館において第37回定期総会

（2009年度）を開催し、会員、関係者ら24名の方々にご出席いただきました。

　定期総会は麻田会長が挨拶を述べ、次いで北海道農政部農政課の小田原

主幹から来賓のご挨拶を頂いた後、以下の議案がそれぞれ承認されました。

　第1号議案　2008年度事業報告ならびに収支決算報告について

　第2号議案　2009年度事業計画ならびに収支予算案について

　第3号議案　役員の補充・選任について

　定期総会後には引き続き派遣留学生報告会を行い、2008年度（35回）派

遣留学生の髙橋雅貴くん、金井紀暁くん、峯藤裕司くんが、約1年間にわた

る留学体験を、写真を交えて報告しました。（3名の報告書は、2009年7月発行のカナダ・オールズカレッジ派遣留学生報告書に掲載し

ています。）

役 職 氏 名 所 属 備 考

名誉会長 高橋はるみ 北海道 知事

顧 問
新 東　　修二 北海道 農政部長

新 佐藤　俊彰 ホクレン農業協同組合
連合会

代表理事
会長

会 長 麻田　信二 学校法人酪農学園 理事長

副 会 長
金川　幹司 学校法人酪農学園 副理事長

高野瀬忠明 雪印乳業株式会社 代表取締役
社長

常任理事 新 鈴木　忠敏 酪農学園大学
エクステンションセンター 所長

理 事

原田　　勇 学校法人酪農学園 学園長

仙北富志和 学校法人酪農学園 常務理事

日下　雅順 学校法人酪農学園 常務理事

谷山　弘行 酪農学園大学・
酪農学園大学短期大学部 学長

安宅　一夫 酪農学園大学 教授

武田　善行 北海道国際農業交流協会 会長

掛村　博之 雪印種苗株式会社 代表取締役
社長

北　　良治 北海道ホルスタイン農
業協同組合

代表理事
組合長

長谷川行夫 日本酪農青年研究連盟 委員長

菅沼　英二 酪農学園大学 名誉教授

新 星野　仏方 酪農学園大学
エクステンションセンター

次長
（国際交流）

監 事
佐藤　　巖 社会福祉法人

北海道いのちの電話 理事長

新 高橋　　徹 雪印種苗株式会社 CSR 室
内部監査担当

役 職 氏 名 所 属 備 考

参 与

新 壇辻　雅博 雪印乳業株式会社
北海道本部 部長

永田　　亨 酪農学園後援会 常務理事

新 菊地　政則 酪農学園大学酪農学部 学部長

林　　正信 酪農学園大学獣医学部 学部長

新 金子　正美 酪農学園大学
環境システム学部 学部長

新 森田　　茂 酪農学園大学
酪農学部酪農学科 学科長

荒木　和秋 酪農学園大学
酪農学部農業経済学科 学科長

新 山本　克博 酪農学園大学
酪農学部食品科学科 学科長

新 本多　芳彦 酪農学園大学
酪農学部食品流通学科 学科長

新 加藤　敏文
酪農学園大学
環境システム学部
環境マネジメント学科

学科長

新 岩井　　洋
酪農学園大学
環境システム学部
地域環境学科

学科長

矢吹　哲夫
酪農学園大学
環境システム学部
生命環境学科

学科長

上田　純治 酪農学園大学
短期大学部酪農学科 学科長

野村　　武 酪農学園大学校友会 会長

板倉　敏雄 酪農学園大学
短期大学部同窓会 会長

佐々木正一 酪農業（北海道標津町） 酪農業

事務局長 堂地　　修 酪農学園大学
酪農学部酪農学科 教授

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会　2009年度役員　2009年6月23日現在
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　グレッグ・アダムス氏は、1982 年にサスカチワン大学獣医学部を卒業後、大動物臨床に 4 年間従事する。
その後、アメリカの専門獣医師 ( 臨床繁殖 ) の資格を取得するとともに、1991 年にウイスコンシン大学より
博士号を授与される。1991 年よりサスカチワン大学獣医学部の准教授として奉職し、1996 年に教授に昇
進し現在に至る。
　グレッグ・アダムス氏の研究グループは、牛、バッファロー、ラマ、アルパカ、シカ、人など、多くの動
物の卵胞ウェーブとそのホルモンコントロールに関する研究に数多くの研究業績を上げている。彼らの研究
は、世界的に広く認められ、研究論文の引用も極めて多く、この分野の第一人者である。グレッグ・アダム
ス氏は、サスカチワン大学より卓越した研究者として表彰されている。また、アダムス氏らの研究グループ
が行った人の卵巣機能に関する研究論文は、アメリカの科学専門誌「ディスカバリーマガジン」の「2004
年の科学的な発見ベスト 100」に選ばれる。アダムス氏は、これまで研究論文 100 編以上を発表するとと
もに、国内外の学会において 80 回以上の招待講演を行っている。

（カナダ・サスカチワン大学獣医学部生物獣医医科学科）
Professor, Veterinary Biomedical Sciences, Western College of Veterinary Medicine, University of Saskatchewan

グレッグ・アダムス教授
Dr.Gregg P. Adams

講師紹介

海外農業技術セミナー

　北海道アルバータ酪農科学技術交流協

会（麻田信二会長）主催の海外農業技術

セミナーが２月16日、酪農学園大学中

央館学生ホールで開かれ、酪農関係者や

学生が熱心に講演に聞き入った。今回の

セミナーのテーマは「牛から卵子まで—

繁殖機能を超音波画像に映し出す」。講

師を務めたのは、カナダ・サスカチワン

大学獣医学部獣医生物医学学科のグレッ

グ・アダムス教授で、動画を含む貴重な

画像を多く交えて講演した。

　セミナーに先立ち、同協会の麻田会長

は「家畜繁殖研究分野の第一人者である

グレッグ・アダムス教授を招くことがで

き、うれしく思う。先生は、人や家畜だ

けではなく、アザラシやシカなどの野生

動物の繁殖についても研究されている」

と述べるとともに「日本の酪農界では家

畜改良や飼養管理などの影響か、乳牛の

受胎率が低下し、分娩間隔が延びており、

経済損失が大きくなっている。本日のセ

ミナーでわれわれが取り組むべきヒント

を見いだせることを期待している」とあ

いさつした。

　講演でアダムス教授は「獣医領域で

は、超音波の繁殖研究への本格的な応用

は1980年代に入ってから。ただし、超音

波は自然界では太古から存在し、動物間

のコミュニケーションや建造物察知に用

いられている。人間に対しては1950年

代から利用され、現代まで人間用、動物

用共に三次元で見ることができるほど改

良が重ねられてきた」と超音波診断機器

の歴史を振り返った。また、乳牛を例に

具体的な使用法や実際の子宮や卵巣の状

態、妊娠後の胎子などの画像を紹介し、

超音波診断が発情発見やさまざまな段階

での状況把握に役立つことを示した。さ

らに、今後も一層進化する超音波検査法

の可能性にも触れた。

　その後、質疑応答が行われた。

（酪農ジャーナル2010年４月号より一部引用）

写真：示された参考資料には動画もあり、参加者の目を引いた
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第36回オールズカレッジ派遣留学生からのたより

佐野　綾音
酪農学園大学 酪農学部 酪農学科 3 年

（2010年1月、2月報告書より抜粋）

　1月から新学期が始まり、新しい授業

がスタートしました。私はEnglish（ESL）

の 授 業 を ２ 科 目 と、Animal Welfare, 

Applied Livestock Breedingのクラスを

履修しています。今学期は全ての科目が

池田さんと同じです。ESLクラスは十数

人のメキシコ人留学生と受講していま

す。授業内容は基礎的な事ばかりですが、

文法がとても苦手な私は未だに基礎すら

理解していません。また宿題がとても多

く忙しい毎日です。しかしこのクラスは

私にとってとてもためになります。この

授業のお陰で他の授業も聞き取りやすく

なった気がします。Applied Livestock 

Breedingの授業では考えていた内容と

だいぶ違いましたが、遺伝の基礎から始

まり、今では毎日のように計算していま

す。理解するのが大変ですが、先生に教

えていただいたり、メキシコ人が手助け

してくれたりして、なんとか授業につい

ていっている状態です。しかし、難しい

分、理解できた時がとても嬉しく、これ

からも頑張ろうという気持になります。

　1月下旬には、メキシコ人留学生に誘

われメキシコ人留学生や、Oldsで働い

ているメキシコ人、カナダ人（学生）が

集まるパーティーに行きました。パー

ティーはOlds内にある教会で開かれる

とのことでしたが、私はその教会の場所

を知らなかったので、メキシコ人留学生

が案内してくれることになりました。し

かし、教会に向かう途中で道に迷ってし

まい、私たちは約1時間もダウンタウン

内をぐるぐると回っていました。教会の

場所を人に尋ね、教えてもらった所にい

く度に違う教会に着いてしまったりと、

本当に大変でした。Oldsには本当にた

くさんの教会があり、Oldsに住んでい

ても分からない方がいるようです。その

後なんとか無事に教会に辿り着き、メキ

シコ料理を食べ、メキシコ人留学生とお

話をしました。メキシコ人留学生は私よ

りも日本のアニメに詳しくとても驚きま

した。とても楽しかったです。

　2009年4月から始まった留学生活も

10カ月が経ち、2月になりました。今月

は忙しい月になりました。授業では、履

修した2科目も最終試験を受け、残り2科

目は履修期間が2010年4月末までの科

目だったため、聴講という形式をとりま

した。試験はやはり難しかったですが、

最後まで頑張ることができてとても良

かったです。ESLの最終日にオールズカ

レッジのコーディネーターのオードリー

が修了証書を渡しに来てくださり、修了

証書受け取った時、「ああ、終わったんだ

な。」という気持ちがこみ上げてきまし

た。その後、オードリーが持ってきてく

ださったケーキをメキシコ人留学生と一

緒に食べました。最後の最後までオード

リーには良くしていただいて本当に感謝

の気持ちでいっぱいでした。

　2月は本当にあっという間に過ぎてし

まいました。10カ月間の留学生活を振

り返ると、本当に色々とありました。辛

い時もありましたが、今の気持ちは本当

に留学して良かったと思っています。正

直に言うと留学する前は英語に対して苦

手意識が強くあまり好きではありません

でした。しかし留学し、何人もの素晴ら

しい人達と巡り合い、その人たちのおか

げで英語が好きになりました。今では英

語が少し恋しいほどになりました。この

留学は最高の経験となりました。
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第36回オールズカレッジ派遣留学生からのたより

池田　未佳
酪農学園大学 酪農学部 酪農学科 3 年

（2009年５月、８月報告書より抜粋）

　徐々に気温も高くなり、半袖を着るこ

とができる時期になりました。町は薄着

の人々が行き交い、緑が色付き、池の近

くでは、カナダギース（雁）という渡り鳥

の子供を見ることができます。カナダの

夏の始まりです。

　オールズに移動してそろそろ1カ月が

経ちます。生活にも慣れてきて少しずつ

自分の時間を持てるようになってきまし

た。それではこちらの生活をご報告いた

します。

　酪農研修の作業は、基本的に午前８時

に始まり、午後5時に終わります。メン

バーは教授と私達を含め８名です。主に

私たちの面倒を見てくださっているのは

アンドレア、フィル、ロベッカ、スィリ

アです。皆さんとても親切な方達です。

アンドレアは今年からいらっしゃった新

任教師です。教え方が上手で、酪農関係

から日常の疑問まで何でも教えてくださ

るので大変勉強になります。そして、な

ぜこの作業をするのか、どんな効果があ

るのか等、作業をする前に必ず説明をし

てくださるのでまるで授業を聞いている

かのようです。また、わざわざ私が理解

できるように簡単な言葉に置き換えて説

明してくださるので、大変わかりやすい

です。フィルは機械全般を担当していま

す。とてもお話好きな方でよく話しかけ

てくれますが、とても早口なのでなかな

か聞き取れません。それでも嫌な顔一つ

せずに接してくれる優しい方です。あと、

タフというとても可愛らしい犬を飼って

います。ロベッカは音楽好きの陽気なお

姉さんです。主に飼料を担当しており、

トラクターで牛に餌をやりに行っていま

す。スィリアは私達と同じ実習生です。

とはいえ私とは比べ物にならないくらい

経験も知識も豊富な実習生です。実習生

同士で一緒に作業を行う機会が多いので

すが、その度によく助けてくれて、大変

頼りになる先輩です。

　これまでの酪農実習では、牛の飼料と

なる草を運んだり、牛を追ったり、買出

しに付き合ったりもしました。また、柵

作りや石拾いなどもします。農家実習で

経験したことと同じ作業もあれば、もち

ろん初めての経験もありました。また、

牛だけではなくヒツジの面倒をみたりも

しました。ヒツジの子供はとても可愛い

です。

　カナダに来てからの毎日はとても新鮮

で、新しい発見で溢れています。こちら

に来てまだ２ヶ月しか経っておりません

が内容の濃い毎日を過ごしていると思い

ます。まだまだ留学期間はありますが、

あっという間に過ぎてしまうような気が

します。この貴重な時間を無駄にしない

よう毎日を大切に過ごしたいと思いま

す。
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酪農研修コース 2 名

第37回派遣留学生決定
選考試験
　2009年11月13日（土）に第37回（2010年度）派遣留学生選考試験が行われました。適性検査、一般教養、作文、TOEIC（Test of 
English for International Communications）スコア、面接試験で総合的に判断し、２名を酪農研修コース、２名を英語研修コースに派遣
することに決定しました。

酪農学園大学
酪農学部
酪農学科２年

佐々木絵里子

　今回私がこのプログラムに参加した理
由は今までの経験を海外でどれぐらい
活かすことができるのか、挑戦したいと
思ったからです。
　私は、２年生の前期に実践酪農学コー
スで４カ月間浜中町にある酪農家さんで
実習してきました。本当であれば、３年
生の後期にまた４カ月間実習に参加しな
ければならなかったのですが、私はカナ
ダでの実習を希望しました。大学入学以
前に酪農経験もあり、私にとって実践酪
農学の実習は少し物足りないものでし

た。そこで以前から興味のあった海外の
酪農に挑戦しようと思ったのです。
　カナダでは、日本の酪農との違いにつ
いて４カ月間のファームステイを通して
学びたいと思っています。特に興味があ
るのは、カナダの酪農家さんの考え方で
す。酪農をどのように考え、生活してい
るのか、たくさん意見交換をしてきたい
と思います。私は将来海外で酪農をした
いと思っているので、自分がカナダの酪
農に合っているのかじっくり考えてこよ
うと思います。
　そして今回は語学力アップにも力を入

れたいと思います。以前イギリスに１年
間留学した際、全く話せないまま帰って
来てしまったので、前回の反省点を活か
したいと思います。そのためにカナダで
は英語の勉強はもちろん、積極的に話し
かけるように努力したいです。１年後、
満足して終われるよう頑張ります。
　いくつかの目標は書いた通りあります
が、カナダ留学で楽しみにしていること
があります。それは文化交流です。秋に
は現地の学生と共にカレッジで勉強する
ことができるのでお互いの文化について
話してみたい、聞いてみたいです。そし
てカナダは多くの観光地があるので、春
夏秋冬それぞれの名所を見てきたいと思
います。１年間でより多くのものを見て、
感じて、吸収したいです。
　最後にオールズカレッジで学ぶことが
できることに感謝と嬉しさでいっぱいで
す。自分が１年後成長できるよう精一杯
頑張ろうと思います。

酪農学園大学
短期大学部
酪農学科　2009 年度卒業

姉崎　正弥

　私の実家では酪農を営んでおり、幼少
の頃より牛に触れ、酪農に携わってきま
した。そこで酪農学園大学へ入学し、勉
学に励んできたわけですが、日本の酪農
だけではなく、他国での酪農を経験して
みたいと思い、今回の派遣留学への参加
を決意しました。
　現代の酪農は国内だけにとらわれるこ
となく、世界に目を向けねばならず、そ
のため英語表記の本を読むことも必要と
なってきます。この留学を経験すること
により、英語力が身につくとともに、世

界に対する興味も一段と増えるでしょ
う。また、私は過去にカナダへの短期留
学をしたことがあり、カナダの人々の温
かさや自然の豊かさ、治安の良さを知っ
ており、カナダへの留学を決断するに至
りました。
　カナダ派遣留学では、日常生活と酪農
の双方を学べると考えています。日常で
は、まず英語を使用してのコミュニケー
ション能力。自分から英語で話しかける
ことが大切であり、それに伴い英語力を
向上させた上で文化や伝統を知りたいで

す。またカナダは留学生が多いことから
様々な国の友達を作り、将来酪農につい
ての情報をやりとりしたり、海外へ行っ
た時に遊びに訪問できるようになりたい
です。酪農では、日本の経営者とカナダ
の経営者の志向性の違いについて考える
ことや、酪農業界では先進国ということ
もあり、日本ではあまり取り入れられて
いない技術や知識を学べることを期待し
ています。
　初めの頃はつたない英語のために、話
しかける勇気がなかなか出ないことや、
言葉が通じなくて苦労することが多々あ
ると思いますが、それを克服し成長して
日本へ帰ってきたいです。
　最後に、今回の留学を支援してくださ
るアルバータ酪農科学技術交流協会の
方々と、応援してくれている親をはじめ
とする多くの方々に感謝し、たくさんの
ことを学んで来られるように頑張りたい
です。

カナダ派遣留学

留学の抱負
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英語研修コース 2 名

出発式開催
　第37回派遣留学生出発式を2010年3月16日（火）に行いました。麻田
会長から激励の挨拶を受けた派遣留学生は、留学の抱負を英語で発表
し、その後奨学金が授与されました。1年後の派遣留学生報告会では、
カナダで磨かれた英語で研修成果を報告してくれることを期待してい
ます。

酪農学園大学
環境システム学部
生命環境学科２年

谷内　秀久

　留学をしてみようと考え出したのは、
大学１年生の春休み期間でした。大学生
活の１年目は、自分で言うのもなんです
が、とても充実していたと思います。サー
クル、部活の活動やアルバイト、勉強も
手を抜かないでやることができました。
なにより、友達と楽しい時間を過ごすこ
とができました。しかし、自分の心の中
で何か物足りなさも感じていました。こ
のままこれで、大学生活を送っていいの
かと。何か人とは違うことがしたい。刺
激がほしい。そして思いついたのが、留
学でした。わりかし、軽いノリで決めて
しまいました。
　しかし、留学するからには、自分が求

めている人とは違うことをして、いろい
ろな刺激を受け人間として成長しなくて
はなりません。
　第一に英語能力の向上です。今、全世
界で使われている英語。これをマスター
することができれば、全世界の人と深い
つながりを持つことができます。人とコ
ミュニケーションを取るにはやはり会話
が必要です。なので、英語を使いこなせ
るように日本語までとはいかなくとも、
お互いが理解できるまでの英語能力を身
につけたいと思っています。
　次に考えているのが、カナダで卒業論
文の材料を集めることです。カナダに行
く経験を与えてもらったので、十分にい

かしたいと思っています。私が行くカナ
ダのアルバータ州は、自然が多く、国内
最初の国立公園のバンフ国立公園やエル
ク・アイルランド国立公園、ジャスパー
国立公園、ウォータートン・レイク国立公
園、ウッド・バッファロー国立公園と５つ
の国立公園があります。各国立公園の特
色や生態系の分布を調べたり、環境保護
について知るには良い機会となると思い
ます。実際にいくことは、人生の中でな
かなかできることではないので良い経験
になると思います。あと日本の国立公園
とカナダの国立公園の管理体制の比較を
するために、現地の人たちとの交流も深
めたいと思っています。そのためには、
お互いが理解できる英語の能力を身につ
けるのが卒業論文の材料集めでの最低条
件だと思っています。
　カナダに行けばいろいろの困難がある
と思います。違う文化、食べ物、人柄、く
るかもしれないホームシック、自分の気
持ちが伝わらないもどかしさ。それらを、
焦ることなく、１つ、１つクリアーしてい
けるよう努力していきます。

なぜ留学か？

酪農学園大学
環境システム学部
生命環境学科２年

西條晋太朗

　私が留学を決心したのは大学二年生の
時です。私は中学生の時からの持病があ
りスポーツや食べ物が制限されてきまし
た。このままでは自分の好きなことや挑
戦したいことができなくなると思い、大
学二年の時に手術を行い、病気を完治さ
せることができました。この時私が一番
に挑戦したいと思ったことがカナダへの
長期留学でした。私は中学生の時から英

語に対してとても抵抗があります。以前、
外国人から駅までの道を聞かれましたが
その時は話すことができず、一緒にいた
友人が答えていました。私は英語がしゃ
べれない自分にひどく腹が立ち、もっと
英語が喋れるようになりたいと心から思
いました。カナダに行けば英語を必然的
に喋らなければいけないですし、それに

耳に入るのは全て英語かそれ以外の外国
語なのでリスニングの力もつくと思いま
す。そしてカナダに留学して私がしたい
ことは、カナダの自然公園を回り、カナ
ダの野生動物に対する保護管理政策を学
び、日本の保護管理政策と比較してみた
いと思ったからです。カナダの野生動物
保護管理は環境も人材も充実し、日本が
学ばなければいけないことが沢山あると
思っているので、カナディアンロッキー
の自然公園や、その他の自然公園をみて
学んできたいと思います。私は自分の視
野を広げ、様々な視点から動物保護管理
を観てみたい。そのためにもカナダでは
語学力だけではなく、野生動物保護管理
も勉強して日本に帰ってきたいと思いま
す。

留学を通じで学びたいこと
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交流実績一覧
年　度

教育者・研究者 学　生 酪農青年 計 備　考派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 合計
1 1974 昭和49 1 8 9 9
2 1975 昭和50 1 9 1 10 1 11
3 1976 昭和51 1 9 1 10 1 11
4 1977 昭和52 1 1 10 6 12 6 18 学生派遣はアルバータ大学大学院
5 1978 昭和53 1 10 2 11 2 13
6 1979 昭和54 1 1 1 8 4 10 5 15 学生派遣はアルバータ大学大学院
7 1980 昭和55 1 1 9 3 10 4 14
8 1981 昭和56 1 1 10 4 11 5 16
9 1982 昭和57 1 1 10 5 12 5 17 学生派遣はアルバータ大学大学院
10 1983 昭和58 1 2 4 4 5 6 11
11 1984 昭和59 1 5 2 5 3 8
12 1985 昭和60 1 7 1 7 2 9
13 1986 昭和61 7 1 7 1 8
14 1987 昭和62 8 2 8 2 10
15 1988 昭和63 9 1 9 1 10
16 1989 平成	元 6 6 6
17 1990 平成	2 1 10 11 11 学生派遣はオールズカレッジ
18 1991 平成	3 4 4 4 オールズカレッジ
19 1992 平成	4 1 1 1 2 1 3 学生派遣はオールズカレッジ
20 1993 平成	5 7 2 9 9 学生派遣はオールズカレッジ
21 1994 平成	6 2 2 2 オールズカレッジ
22 1995 平成	7 4 4 4 オールズカレッジ
23 1996 平成	8 7 3 10 10 学生派遣はオールズカレッジ

24 1997 平成	9 10 1 11 11 学生派遣はオールズカレッジ6名、
アルバータ大4名

25 1998 平成10 6 6 6 オールズカレッジ
26 1999 平成11 2 2 2 オールズカレッジ
27 2000 平成12 4 4 4 オールズカレッジ
28 2001 平成13 3 3 3 オールズカレッジ
29 2002 平成14 1 1 1 オールズカレッジ
30 2003 平成15 2 2 2 オールズカレッジ
31 2004 平成16 1 1 1 オールズカレッジ
32 2005 平成17 1 1 1 オールズカレッジ

33 2006 平成18 4 4 4 オールズカレッジ
（内1名は英語研修コースで派遣）

34 2007 平成19 3 3 3 オールズカレッジ
（内2名は英語研修コースで派遣）

35 2008 平成20 3 3 3 オールズカレッジ
（3名を英語研修コースで派遣）

36 2009 平成21 3 3 3 オールズカレッジ
（1名を英語研修コースで派遣）

37 2010 平成22 4 4 4 オールズカレッジ
（2名を英語研修コースで派遣）

計 10 8 76 0 146 37 232 45 277
合　計 18 76 183 277

※酪農青年派遣事業はワーキングビザで渡航、1992 年からはワーキングホリデービザで渡航
※ 2006 年度学生派遣より、英語研修コースを新設（ファームステイの代わりにアルバータ大学 ELP で英語集中研修）

編集後記

　　2009年４月、英語研修コースへ

の留学生派遣が、出発直前に新型イン

フルエンザの影響で中止になりまし

た。そのわずか３週間前に出発した酪

農研修コースは、カナダでそのまま研

修を続行し、2010年２月にすべての

研修を無事修了しました。

　少し先のことさえ見えにくい時代で

はありますが、留学が許される環境に

あり、派遣が決まった留学生には、日々

挑戦する気持ちを持ち続け、カナダで

元気に生活してもらいたいものです。

（篠原）

会費・寄付金・助成金
誠にありがとうございました。感謝をもってご報告申し上げます。（順不同・敬称略）

（社）北海道酪農協会　雪印乳業（株）　（社）北海道ホルスタイン農業協同組合
（株）町村農場　（有）金川牧場　雪印種苗　（株）学校法人　酪農学園　（財）酪農学園後援会

（以上8件）

2009（平成 21）年度会費・寄付金・助成金　合計　1,651,000円
平成 22年 3月 19日現在

お く や み
協会事務局一同、生前のご尽力に深く感謝し、謹んで哀悼の意を表します。
市川 　舜 殿（77）2009年8月20日 逝去 　　　福屋 脩三 殿（73）2009年9月1日 逝去
山田 一英 殿（98）2010年1月27日 逝去 監事　佐藤 　巖 殿（79）2010年2月9日 逝去

Alberta News　No.99

発 行 所	 北海道アルバータ酪農科学技術交流協会
		  〒069−8501　北海道江別市文京台緑町582　酪農学園エクステンションセンター内
		  TEL（011）386−1292　FAX（011）387−2805　http://www.rakuno.ac.jp/dep26　E-mail:exc-alt@rakuno.ac.jp
発 行 人	 麻田　信二
編集責任者	 堂地　　修
印 刷	 社会福祉法人　北海道リハビリー

五十嵐広司
千葉　喜好
池田　未佳
金井　紀暁
青野　芳樹

片山　洋子
加藤　寛治
峯藤　裕司
中田　和孝
加藤　源右

相澤　　親
三好　佐穂
川又　卓磨
長井　信之
涌田　憲一

伊藤　　智
永谷　芳晴
矢田　一則
小松原昇一
松浦　健治

三浦　有古
田村　正司
杉本　和彦
美誉志征彦
杉山　　久

金川　幹司
佐野　綾音

（以上27件）


